
 

    

 Ｃ
型
肝
炎
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト 

（
１
）
Ｃ
型
肝
炎
の
目
標
と
は 

Ｃ
型
肝
炎
治
療
の
目
標
は
。H

C
V

持
続
感
染
に
よ
っ

て
惹
起
さ
れ
る
慢
性
肝
疾
患
び
長
期
予
後
の
改
善
、
す

な
わ
ち
、
肝
発
癌
な
ら
び
に
肝
疾
患
関
連
死
を
抑
制
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
抗
ウ

ィ
ル
ス
治
療
を
行
い
、H

C
V

の
排
除
を
目
指
す
。 

① 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
（IF

N

）
フ
リ
ーD

A
A

治
療

に
よ
っ
てH

C
V

が
排
除
さ
れ
た
場
合
、IF

N

治

療
と
同
程
度
の
肝
発
癌
抑
制
効
果
が
得
ら
れ
る

と
す
る
報
告
が
あ
る
。 

② 

抗
ウ
ィ
ル
ス
治
療
に
よ
っ
て

H
C

V

が
排
除
さ

れ
た
後
で
も
、
長
期
予
後
改
善
の
た
め
肝
発
癌

に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
こ
と
に
高
齢
か
つ
線
維
化
が
進
行
し
た
高

発
癌
リ
ス
ク
患
者
で
が
肝
発
癌
に
対
す
る
厳
重

な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

 

と
さ
れ
て
い
る
。 

  

 

（
２
）
Ｃ
型
肝
炎
に
対
す
る
抗
ウ
ィ
ル
ス
治
療

の
対
象 

非
代
償
性
肝
硬
変
を
含
む
す
べ
て
の
Ｃ
型
肝
炎
症
例

が
抗
ウ
ィ
ル
ス
治
療
の
対
象
と
な
り
、
年
齢
、A

L
T

値
、

血
小
板
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
Ｃ
型
肝
炎
症
例
に

対
し
て
抗
ウ
ィ
ル
ス
治
療
を
検
討
す
る
。 

高
発
癌
リ
ス
ク
群
（
高
齢
か
つ
線
維
化
進
展
例
）
で
は

可
及
的
速
や
か
に
抗
ウ
ィ
ル
ス
治
療
を
導
入
す
べ
き
で

あ
る
。 

 

低
発
癌
リ
ス
ク
群
（
非
高
齢
化
か
つ
非
線
維
化
進
展

例
）
で
も
現
在IF

N

フ
リ
ーD

A
A

 

製
剤
の
高
い
有
効
性
と
安
全
性
を
考
慮
し
早
期
に
治
療

導
入
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。 

と
さ
れ
て
い
る
。
当
院
の
肝
臓
外
来
で
新
規
に
Ｃ
型
肝

炎
治
療
を
開
始
し
た
患
者
様
の
中
に
も
、
以
前
は
治
療
し

な
く
て
も
い
い
と
言
わ
れ
た
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ま

す
。
世
界
的
に
も2

0
3

0

年
ま
で
にH

C
V

の
排
除
を
目

標
と
し
て
お
り
、
す
べ
て
の
Ｃ
型
肝
炎
患
者
が
治
療
対
象

に
な
り
ま
す
の
で
、H

C
V

抗
体
陽
性
の
方
、H

C
V

未
検

査
の
方
、
以
前
Ｃ
型
肝
炎
と
言
わ
れ
た
方
は
是
非
、
肝
臓

外
来
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
３
）
Ｃ
型
肝
炎
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
の
ポ
イ
ン

ト  

① 

治
療
歴
の
な
い
患
者
やIF

N

治
療
の
不
成
功
例 

  
 

の
方
は
こ
れ
ま
で
通
り
背
景
肝
が
慢
性
肝
炎
で
あ
れ
ば

G
L

E
/P

IB
(

マ
ビ
レ
ッ
ト)

の
８
週
も
し
く
は

S
O

F
/V

E
L

（
エ
プ
ク
ル
ー
サ
）
の1

2

週
間
の
内
服
治
療
、
代
償
性

肝
硬
変
の
患
者
は
マ
ビ
レ
ッ
ト
も
し
く
は
エ
プ
ク
ル
ー

サ
の1

2

週
内
服
に
な
り
ま
す
。
非
代
償
性
肝
硬
変
の
患

者
様
は
エ
プ
ク
ル
ー
サ
の1

2

週
内
服
と
な
り
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

②
過
去
にD

A
A

治
療
さ
れ
不
成
功
で
あ
っ
た
患
者
は

こ
れ
ま
で
の
エ
プ
ク
ル
ー
サ
と
リ
バ
ビ
リ
ン
併
用

2
4

週
内
服
に
追
加
し
て
、P

3
2

遺
伝
子
の
欠
損
が
化
け
れ

ば
マ
ビ
レ
ッ
ト
の1

2

週
内
服
が
改
訂
に
よ
り
投
与
可

能
と
な
り
ま
し
た
。 

 

秋
田
大
学
で
も
、
Ｃ
型
肝
炎
の
撲
滅
を
目
標
に
日
々
、

診
療
お
よ
び
社
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

未
検
査
の
方
は
、
県
の
補
助
も
あ
り
無
料
で
ウ
ィ
ル
ス

検
診
が
可
能
で
す
。
是
非
、
一
度
検
査
し
て
い
た
だ
い

て
陰
性
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

も
し
陽
性
で
あ
っ
て
も
現
在
のD

A
A

治
療
に
よ
る
ウ

ィ
ル
ス
排
除
率
は9

5

％
以
上
と
非
常
に
高
く
、DA

A

内

服
に
よ
る
重
篤
な
副
作
用
の
報
告
も
少
な
い
の
で
安
心

し
て
治
療
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
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（
文
責 

佐
籐 

亘
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